


目次 

  一般会計決算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

  決算のポイント ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

  基金と借金の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  財政指標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

  特別会計決算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

  企業会計決算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

  (参考) 北播磨総合医療センター企業団決算 ・・・・・・・ ７ 



１ 一般会計決算 

 人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって活力あるまちづくりを進める地方創生
元年として、「しごとづくり」「ひとづくり」「まちづくり」を一体的に取り組む
一方、ゴルフ場利用税交付金や国からの特別交付税、ふるさと納税寄附金など、今
後の三木創生のための財源の確保に努めた結果、全基金を全く取り崩さず、また、
赤字補てんのための基金は４年連続で取り崩すことなく黒字決算となりました。 

区   分 
平成２７年度 
決 算 額 

Ａ 

平成２６年度 
決 算 額 

Ｂ 

差  引 
(Ａ－Ｂ) 

収   入   額 ① 311億8,893万円 301億9,863万円 9億9,030万円 

支   出   額   ② 307億4,445万円 299億1,261万円 8億3,184万円 

差    引  (①－② )  ③ 4億4,448万円 2億8,602万円 1億5,846万円 

翌年度へ繰り越すお金  ④ 3億1,025万円 1億 371万円   2億  654万円 

収  支  額  (③－④ ) ⑤ 1億3,423万円 1億8,231万円 △ 4,808万円 

○ 収入額は、地方消費税交付金が増加したほか、ゴルフ場利用税交付金・特別交付 

 税・ふるさと納税寄附金など、今後の三木創生のための財源の確保により約311億 

 8,900万円（前年度比約9億9,000万円の増） 

○ 支出額は、子育て支援の充実や、中小企業の活性化などに取り組んだことにより 

 約307億4,400万円（前年度比約8億3,200万円の増） 

○ この結果、収支額は、約1億3,400万円の黒字 

○  平成24年度以来、３年ぶりに基金を全く取り崩さずに黒字を達成 
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２ 決算のポイント 

○ ゴルフ場利用税の堅持に向けた要請活動を行った結果、三木市の貴重な財源と 
 なっているゴルフ場利用税交付金（約６億円）を引き続き確保 

○ 北播磨総合医療センターへの経営支援や公共交通（電車・バス）の充実など、 
 三木市の特殊事情に対して国から交付される特別交付税を確保 

○ ふるさと納税を積極的にＰＲし、全国から三木市の応援のための寄附金が増加 

○ 消費税の増税に伴い、地方消費税交付金が増加  など 

収入面 

○ 里山と一体となった杜(もり)の図書館「中央図書館」をオープン 

○ 子育て支援のため、中学生までの医療費の完全無料化や、保育料の５０％軽減 

○ 「三木市創生計画 人口ビジョン・総合戦略」を策定し、中小企業の活性化や、  
 小学生からの「話せる英語教育」などを推進 

○ 市内バス交通の一律運賃制を導入  など 

支出面 
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３ 基金と借金の状況 
○ 市の基金は減少傾向にあったものの、収入の確保に努めるとともに、経費削減に取り組ん 
 だことにより、基金を全く取り崩さずに黒字決算となったことで、平成２６年度よりも２億 
 円増加し、６３億円となった。 
 
○ 市全体の借金の残高は、建設事業において必要な事業のみを実施し、借金を極力抑制した 
 結果、平成２６年度より５億円減少の５８７億円となり、１０年前の平成１７年度と比較す 
 ると１３３億円（△１８％）の減  

基金の残高（一般会計） 
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４ 財政指標 

○ 財政健全化指標は、従来から県内各市の平均以上の良好な状態にあったが、平成  
 ２６年度よりもさらに改善するなど健全な財政状況を維持 

○ 経常収支比率は、３年連続で９０％以下 

区  分 

三 木 市 基 準 値 

27年度 
(A) 

26年度 
(B) 

差引増減 
(A-B) 

早期健全化 
基準 

財政再生 
基準 

実 質 赤 字 比 率 － － － 12.55 20.00 

連 結 実 質 赤 字 比 率 － － － 17.55 30.00 

実 質 公 債 費 比 率 5.7  7.2 △ 1.5 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率 43.1  55.6 △12.5 350.0 

経 常 収 支 比 率 89.5  89.7 △ 0.2 

(単位：％) 

※「－」は、数値が出ていないことを示す ４ 



５ 特別会計決算 

○ 特別会計は、全会計が黒字決算 

○ 平成２７年度から学校給食事業特別会計の設置による給食事業の公会計化を実施 

区  分 

平成27年度 

（参考） 
平成26年度 
収 支 額 

収入総額 
 

(A) 

支出総額 
 

(B) 

差 引 
 

(C＝A-B) 

翌年度へ繰
り越すお金 

(D) 

収 支 額 
 

(E＝C-D) 

国 民 健 康 保 険 115億1,366 115億  513 853 0 853 4,831 

介 護 保 険 64億5,561 62億1,659 2億3,902 0 2億3,902 1億4,909 

農 業 共 済 事 業 6,515 6,486 29 0 29 89 

後期高齢者医療事業 10億3,473 10億1,041 2,432 0 2,432 2,699 

学 校 給 食 事 業 2億1,071 2億   70 1,001 0 1,001 

合  計 192億7,986 189億9,770 2億8,217 0 2億8,217 2億2,528 

(単位：万円) 
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６ 企業会計決算 

○ 水道事業会計、下水道事業会計の収益的収支は、前年度に引き続き黒字を確保 

区   分 

平成２７年度 平成２６年度 

収支増減額 
 

(C-D) 

 
収入総額 

 
(A) 

 
支出総額 

 
(B) 

 
差引収支額 

 
(C=A-B) 

 
差引収支額 

 
(D) 

水道事業 
収益的収支 18億  146 16億9,804 1億 342 1,399 8,943 

資本的収支 1億4,547 6億3,169 △ 4億8,622 △ 2億7,240 △ 2億1,382 

下水道事業 
収益的収支 27億1,885 25億4,556 1億7,329 8,433 8,896 

資本的収支 9億7,010 19億4,302 △ 9億7,292 △ 8億7,299 △ 9,993 

計 
収益的収支 45億2,031 42億4,360 2億7,671 9,832 1億7,839 

資本的収支 11億1,557 25億7,471 △ 14億5,914 △ 11億4,539 △ 3億1,375 

(単位：万円、税抜) 
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（参考） 

 北播磨総合医療センター企業団決算 

○ 収支は約1億1,000万円の赤字となったものの、患者数や１人当たり平均単価の増 

  加により、前年度より3億1,700万円改善 

区  分 
２７年度 

(A) 
２６年度 

(B) 
増減 
(A-B) 

 病院事業収益 142億4,416 125億9,535 16億4,881 

うち入院収益 85億7,610 75億5,129 10億2,481 

うち外来収益 27億8,385 24億6,337 3億2,048 

 病院事業費用 143億4,921 130億1,786 13億3,135 

うち職員給与費 61億  636 56億4,228 4億6,408 

うち材料費 32億9,210 28億4,523 4億4,687 

収支 △1億  505 △4億2,251 3億1,746 

(単位：万円、税抜) 

項  目 
２７年度 

(A) 
２６年度 

(B) 
増減 
(A-B) 

入院 

患者数 
(1日当たり) 

367人 336人 31人 

平均単価 63,844円 61,623円 2,221円 

外来 

患者数 
(1日当たり) 

891人 847人 44人 

平均単価 12,860円 11,917円 943円 

 内部留保資金 9,082 1億1,518 △2,436 
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